黄褐色の 木の葉 を 盛り上げた 深い 森林 II この 際、 彼 

に は 何 か 神秘的な 特殊性 を 包蔵す る 境 区と して 結局 は 

この 境 区の 何処かに 彼の 一 寸 ものに 触れれば 吼ぇ 出し 

相な 頭の 熱 塊 を 溶解して しばらく 彼の 身心の 負担 を 軽 

くして 呉れる 慰安の 場所 も あるよう に 思えた。 

下駄の 歯の根に 血 を 持つ ような 執拗な 欲求 を こめて 

彼 は ざく りと 公園の 落葉の 堆積に 踏み 入った。 下駄の 

歯 は 落葉の 上層 を 蹴飛ばした。 やや 湿って 落ち 付いた 

下層の 落葉 は 朽ちた 冷た い 気配と 共に 彼の 足踏み を 適 

当に 受け止めた。 

森へ はいって 彼が 一 番 先に 遇った の は 軽装した 親子 
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